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（ユニット名 A棟・B棟 ）
事業所番号 ０２７０２０１７１８

社会福祉法人 弘前愛成園 ・外部研修や内部研修の充実化を図ると共に、職員一人ひとりが資格取得に向け努力しており、認知症ケ
アの専門性を高めることに力を入れている。
（認知症介護実践研修（実践者研修）、介護福祉士資格それぞれ半数の職員が修了・取得）
（認知症介護実践研修（リーダー研修）修了者 ２名）

・当事業所の職員は、笑顔と明るい、穏やかな雰囲気作りを常に心がけており、利用者のみならず、施設に
お見えになった方全員に居心地良く過ごして頂けるよう努めている。
・月１～２回の行事を実施しており、その他にも地域の行事に参加するなど、気分転換や生活の活性化につ
なげられるよう支援している。

グループホーム自由ヶ丘

青森県弘前市大字金属町５番地３０

法人名

所在地

事業所名

評価結果市町村受理日 平成23年1月19日

１．ほぼ全ての家族と

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目） ※項目No.1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項目 項目

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている
(参考項目：9,10,19)

取り組みの成果
↓該当するものに○印

自己評価作成日

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

１．ほぼ全ての利用者が
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

56

４．ほとんどできていない

４．ほとんどいない
１．ほぼ全ての家族等が
２．家族等の２/３くらいが
３．家族等の１/３くらいが

２．利用者の２/３くらいが
３．利用者の１/３くらいが

63

64

65

３．家族の１/３くらいと
４．ほとんどできていない
１．ほぼ毎日のように
２．数日に1回程度

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
(参考項目：4)

２．少しずつ増えている

３．職員の１/３くらいが

１．ほぼ全ての職員が
２．職員の２/３くらいが

66

取り組みの成果
↓該当するものに○印

職員は、活き活きと働けている
(参考項目：11,12)

３．たまに
４．ほとんどない
１．大いに増えている

通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
(参考項目：2,20)

２．家族の２/３くらいと

４．ほとんどいない

３．あまり増えていない
４．全くいない

３．利用者の１/３くらいが

１．ほぼ全ての利用者が
２．利用者の２/３くらいが
３．利用者の１/３くらいが
４．ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

67

68

１．ほぼ全ての利用者が

４．ほとんどいない

１．ほぼ全ての利用者が

４．ほとんどいない
１．ほぼ全ての利用者が
２．利用者の２/３くらいが

３．利用者の１/３くらいが

３．利用者の１/３くらいが
ｗ

２．利用者の２/３くらいが

４．ほとんどいない

１．ほぼ全ての利用者の
２．利用者の２/３くらいの
３．利用者の１/３くらいの
４．ほとんど掴んでいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
(参考項目：28)

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
(参考項目：18,38)

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る (参考
項目：38)

57

58

59

60

61

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
(参考項目：49)

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている
(参考項目：30,31)

１．毎日ある
２．数日に１回程度ある
３．たまにある
４．ほとんどない

４．ほとんどいない

利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
(参考項目：36,37)

２．利用者の２/３くらいが
３．利用者の１/３くらいが

１．ほぼ全ての利用者が

訪問調査日

職員は、利用者個々の身体状態と意向を把握して、それぞれの自分らしさ、生きがいを大切にし、明るく
楽しい生活環境を配慮した支援に取組まれている。町内会行事の草取りや納涼祭、ラジオ体操に職員と利
用者で参加したり、事業所主催のバーベキュー行事や災害等に対して運営推進会議メンバーや防災協力
員に協力を働き掛けるなど地域の交流に積極的に取り組まれている。所在地

http://www.aokaigojyouho.jp/kaigosip/infomationPublic.do?JCD=0270201718&SCD=320
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自己評価および外部評価結果 ※複数ユニットがある場合、外部評価は１ユニット目の評価結果票にのみ記載します。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ．理念に基づく運営

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

自
己

外
部

項 目

1 （1）

外部評価

実践状況

自己評価

現在の理念は、職員間で話し合い作り上
げた理念である。また、理念を常に目の付
く場所に掲示し、理念を意識しながら支援
できるように工夫している。毎朝のミーティ
ングの際に理念を全職員で唱和すること
でケアの指針を再確認している。会議等に
おいても理念を意識しながら活発な話し合
いが出来ており、より良いケアの提供に向
けて日々努力している。

2 （2）

自分達が利用者であったらどのように過
ごしたいか全職員で意見を出し合い、
「地域の中で自分らしさと、生きがいを保
ちながら安心して生活ができるように支
援します」という事業所独自の理念を作
成している。理念を事業所内に掲示した
り、毎朝のミーティングで唱和し、理解が
図られ、利用者個々の自分らしさを大切
に明るい環境づくりにも心がけ、地域行
事への参加や事業所行事に招待し地
域とのつながりにも配慮している。

地域住民の一員として、町内会に加入し、
町内会の会議にも出席している。近隣の
町内会の行事（納涼祭、草取り、ラジオ体
操等）へ積極的に参加している。小学校の
合唱部、高校の吹奏楽部との交流も継続
して行われ、近隣の小学生が個別に訪問
してくれることもある。
防災協力委員を設置し、災害時には、地
域住民が協力してくれる体制を整えてい
る。

地域の方とあいさつを交わしたり、小学
生が遊びに来て利用者とトランプをした
り、町内会に加入し、町内会行事の草
取り、納涼祭、ラジオ体操に利用者と職
員で参加をしている。また、事業所の
バーベキュー行事に運営推進会議メン
バーや防災協力員である地域住民を招
待し、敬老会には高校生吹奏楽演奏と
交流や系列保育園園児とじゃがいも植
えや収穫等、積極的に地域の方と交流
を図っている。

3

申し込み希望者の見学や他施設からの見
学に随時対応している。申し込み希望者
からの認知症に関する相談も受け付けて
いる。毎年、厚生学院の実習生、認知症
介護実践研修（実践者）の外部実習、各
学校の奉仕活動等の受け入れを行ってい
る。奉仕活動や実習受け入れの際には、
利用者が不安とならないよう、また、プライ
バシー保護の為にも十分な説明と活動や
実習の内容を吟味した上で受け入れてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上
に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的
に伝えながら、協力関係を築くように取り組
んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護予
防サービス指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解しており、環
境や利用者の状態を考慮しながら、玄関に鍵
をかけない工夫や、身体拘束をしないで過ご
せるような工夫に取り組んでいる

5 （4）

運営推進会議へ出席していただいてい
る。また、出席できない場合は、報告書を
提出すると共に、日頃の施設の状況を
知っていただく為、広報誌等を作成し、配
布している。また、自己評価及び外部評価
結果も報告している。その他、より良い
サービスを提供する為に、市町村担当者
へは、事業所で問題が起きた時や困りごと
等を随時相談し、助言や指導を仰いでい
る。

行政職員及び地域包括支援センター職
員は運営推進会議メンバーとして参加
し、行政職員が業務都合で欠席の場合
は会議報告をしている。広報誌配布や
評価結果の報告もされており、利用者
生活や事業所対策等必要に応じて担
当者へ相談し、助言を得てサービスへ
反映している。

4 （3）

運営推進会議では、利用者の動き、行事
実施予定・報告、外部評価への取り組み
状況の報告を行っている。会議では、活発
な意見交換が出来ていると共に、出された
意見は、貴重な意見として、議事録を職員
へ回覧・報告し、サービスに反映される様
に検討している。

運営推進会議メンバーは意義を理解
し、開催時期を2ヶ月1回の第4水曜日を
予定としている。利用者状況、行事、防
災、評価結果の報告や意見交換がなさ
れ、避難口の段差対策、斜路の設置
等、速やかに改善が図られ、サービス向
上に反映している。

6 （5）

身体拘束については、勉強会を実施し、
身体拘束の弊害等を周知している。身体
拘束はしない方針であり、どの様にしたら、
身体拘束をしなくてすむのか、職員間で検
討している。どうしても身体拘束しか方法
が無いことが、全職員での十分な話し合い
で判断された場合には、家族にその旨を
懇切丁寧に説明し、承諾を得た上で行
い、行った場合でも早期に解除できるよう
に努めている。
また、玄関も施錠はせず、外出傾向にある
利用者の方の見守りを強化し、外出する
際には、職員が一緒に付き添い対応して
いる。無断外出した時のために、個人情報
カードを作成して、活用できるように備えて
いる。

全職員が身体拘束の内容及び弊害を
理解し、行わない姿勢でケア提供をして
いる。玄関や居室等は施錠せず、外出
傾向のある方は見守りし、外出を察した
場合には職員が付き添いで少し外出
し、気分転換を図っている。運営推進会
議メンバーや防災協力員のメンバーに
は協力が得られるよう働きかけている。
やむを得ず身体拘束を行う場合は、理
由、方法、実施時間帯を明確にし、家族
等へ書面による説明と同意が行われ、
経過観察も記録する体制となっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい

て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内

での虐待が見過ごされることがないよう注意

を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用で
きるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

7

虐待防止マニュアル・発見時の対応の流
れを作成している。虐待についての勉強
会を開催し、職員は虐待についての理解
を深めると共に再確認を行っている。日々
のケアの中で、利用者に対する言葉遣い
や接し方に少しでも不適切な面が見られ
ないか、職員同士で声を掛け合い、気を
つけ、時には注意している。

9

契約前に、説明の為に時間を頂くことを前
もって説明し、契約時には、十分な時間を
とり、分かりやすい説明を心がけ、書面に
て同意を得ている。疑問点等が直ぐに出
てこないこともある為、入所後にも、本人や
ご家族にさりげなく声掛けし、不安な点や
疑問点を聞き出すような対応をしている。
契約等改訂の際には、文章と口頭による
説明により、同意を得ている。
解約時には、懇切丁寧を旨とし、必要に応
じて、関係機関との連絡調整や情報交換
を行い、今後の相談に応じている。

8
必要性のある人に活用できるように支援す
る為、勉強会を開催し、職員が知識を学ぶ
ことができる機会を設けている。

10 （6）

苦情、要望については、速やかに職員に
周知し、改善に向けての話しあいを実施
し、迅速に対応できるようにしている。
また、いつでも気兼ねなく職員に申し出る
事が出来る様な雰囲気づくりを心掛けてお
り、家族が面会に来た際には、職員から積
極的にコミュニケーションを図る等を工夫
している。利用者については、普段の関わ
りの中で、言動に注意しながら、思いに気
づく事が出来る様に努めており、会話の中
で、何気ない申し出を受ける事もある。施
設内には、目安箱を、法人に第三者委員
設置されている。

利用者の意見等は入浴や通院、普段の
会話の中で聞いたり、全職員で利用者
個々の言動やしぐさ等からも察するよう
にしている。家族には面会時にこちらか
ら声がけし、暮らしぶりや健康面等を報
告しながら、意見等を聞くようにしたり、
請求書送付の際に苦情等申出用紙を
同封し、事業所内設置の目安箱を活用
した意見把握にも努められている。苦情
の受付窓口及び苦情対応方法も整備さ
れ、出された意見・苦情に対してサービ
ス反映させる体制となっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、や
りがい等、各自が向上心を持って働けるよう
職場環境・条件の整備に努めている

○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをしている

法人内外の研修会や事業所内での研修
会にて情報交換する機会がある。他事業
所からの見学を積極的に受け入れると共
に、見学にも出掛ける機会を設ける等、情
報交換をしている。

11

月２回開催している職員会議にて、運営会
議に提出する為、議題を話しあっている。
また、職員に個別に面談する機会を設け
ている。その他、異動については、異動調
書の提出にて本人の希望を聞きながら検
討している。

職員会議や職員個別面談等を通して意
見等を聞く機会を設け、出された意見を
検討し、運営に反映させる体制にある。
職員体制や異動は職員の意見も聞き検
討し、異動を行う場合は利用者に与える
影響を最少にするため配慮しながら、利
用者や家族への説明やお知らせをして
いる。

（7）

13

外部の研修に関しては、年間の計画を立
て、勤務の調整を図りながら、定期的に内
外の研修へ参加出来る様な取り組みを
行っている。また職員の段階に応じて研修
内容を検討し、ほぼ全職員が参加出来る
様に支援している。研修後は、復命報告
書を作成し、回覧するとともに、研修報告
会を開催し、外部の研修に参加した職員
を通して、知識や情報を得る事が出来て
いる。

12

就業規則があり、職員は規則を守って勤
務している。また、年２回の健康診断を実
施しており、職員の健康管理に努めてい
る。職員配置は、各資格の他、認知症介
護実践研修（実践者・リーダー研修）修了
者等を考慮しながら配置している。正職員
については、人事考課を実施し、給料等
へ反映されるような仕組みがある。また、
パート職員から、準職員へ、準職員から正
職員へ登用する仕組みがある。職員間の
親睦会の実施や利用者の居住区域と離れ
た場所に休憩室を設置し、気分転換を図
る環境を整えている。

14
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、本人の安心を確保するための関
係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家
族等が「その時」まず必要としている支援を
見極め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いて
いる

○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に
本人を支えていく関係を築いている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

入所前には訪問調査に出向き、本人と面
談しながら、思いやニーズ、生活状況、希
望や要望等を把握し、受容・共感・傾聴を
大切にし、信頼関係を築く事が出来るよう
心がけている。

入所前には電話のやり取りだけではなく、
訪問調査に出向く等、面談する機会を設
けている。その際には、家族の思いや希
望、要望等を把握し、受容・共感・傾聴を
大切にし、信頼関係を築く事が出来る様に
心がけている。

17

相談を受けた際には、十分に状況を聴き、
その方が必要としていることは何かを把握
すると共に、入所申し込み対象にあるかの
見極めを行い、他機関への紹介や必要に
応じて連絡調整を図っている。

16

19

家族の面会時には、利用者の日常生活を
伝え、家族からは、嗜好や趣味等の情報
を得る様にしている。また、日々の様子や
健康面においても、面会になかなか来る
事が出来ない家族には電話で情報を伝
え、職員側が一方的に決める事はせず
に、必ず相談するように努め、一緒に支え
ていくという意識で支援している。また、利
用者本人が新たに出来た事柄も伝え、喜
びを共有する事もある。

18

利用者との会話の中や新聞やテレビの情
報から一緒に楽しんだり、怒ったり、悲しん
だりする時間を作っている。また、利用者
は人生の先輩である事を念頭に置き、職
員の一方的な働きかけではなく、共に生活
しているという意識を持つように心がけて
いる。（料理の作り方や習慣を教わる等）
利用者と一緒に共感出来る事や感謝の言
葉が職員の心の支えとなっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じて
本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

(8)

センター方式のアセスメントや日頃のコ
ミュニケーションの中で利用者の馴染み
の人や場所を把握し、友人や遠方家族
への電話の取次ぎ支援や手紙を書く支
援をしたり、馴染みの理美容院や店等
を利用できるよう、一人ひとりに合せた
支援がしている。

21

職員間の情報交換を密に行い、利用者同
士の関係と孤立しがちな利用者を把握し、
様子観察に努めている。孤立しがちな利
用者に対しては、職員が間に入り、ゲーム
やコミュニケーションを行い、トラブルにな
らない様に配慮しながら、皆が交流を図る
事が出来る様に支援している。

20

昔から利用していた馴染みの理美容院や
信頼して通院し続けている病院等へ行く
事が出来る様支援している。また、知人等
が面会に来る事もある。

22

サービスを終了する際にも、何かあった時
にはいつでも連絡くださるようにと必ず話
をしている。また、退去後も、本人らしく過
ごす事が出来る様に、家族に了承を得、
細かな情報提供を行っている。退去後、他
施設を探して欲しいと相談があった場合
も、他施設と連絡・調整を図る等の支援を
行い、良好な関係が継続出来るように努め
ている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 （9）

日々、利用者と接する中で、会話や動作、
表情等もよく観察し、思いや意向を把握す
る様に努めている。職員は、困難な場合
は、家族からの情報を参考にし、利用者本
人の立場に立って、本人の思いを推測す
る様にしている。

全職員で日常の会話を通して利用者
個々の意向把握に努めている。普段の
言動やしぐさ等からも利用者個々の思
いや意向の把握に努めており、必要に
応じて家族からも情報収集を行ってい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

24

入所前には家族や担当ケアマネージャー
等を通して利用者の情報収集を行ってい
る。生活歴については、プライバシーに関
わる事であるため、入所時は比較的情報
量が少ない状態ではあるが、その後、家族
や本人との信頼関係を構築しつつ、情報
を得る事に努めている。センター方式のア
セスメントを取り入れ、入所契約時に意図
を説明し、了承を得、家族に用紙を渡して
可能な範囲で記入をお願いしている。

25

入所初期の段階で、一日の過ごし方や心
身状況、有する能力の把握に努め、その
人らしい生活を続けていくための必要な支
援を見極めている。また、職員間で日々の
関わりの中で得た情報を交換・共有し、ケ
アカンファレンス等で密に話しあうと共に、
ケース記録やセンター方式アセスメントに
て心身状況を把握する事に努めている。

26 （10）

本人や家族には、計画作成時のみなら
ず、日頃の関わりの中で、意見や要望、意
向を聞き、介護計画に反映させている。ま
た、アセスメントを行い、ケアカンファレンス
を開催し、職員間で十分な課題分析を行
い、情報交換しあいながら検討、作成して
いる。計画は、６ヶ月毎に立案し、３ヶ月毎
の見直しを行っている。見直し以前に現状
に変化が生じた場合や本人や家族からの
申し出があった際には、本人と家族と十分
に話し合い、会議を開催し、新たに計画を
作成している。
計画を作成するにあたっては、理念を留
意しながら利用者本位の計画書となるよう
心がけている。

日常会話の中で利用者の意向を把握
し、面会や電話にて家族の意向も把握
している。ケアカンファレンスで職員で話
し合い、利用者個々の介護計画を作成
している。計画の実施期間が明示され、
定期的に計画見直しも行われている。
利用者や家族の意向把握を随時行い
ながら、身体状況変化や意向変化に応
じて、必要な場合は随時介護計画見直
しも行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有
しながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
（小規模多機能型居宅介護事業所のみ記載）

本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われな
い、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全
で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支
援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
かかりつけ医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

27

日々の状態や援助、気づきや工夫につい
ては、介護夜勤日誌の他、個別のケース
記録に記録している。個別のサービス内
容を支援した状態や結果を月末に評価し
てまとめている。それらの情報を共有しな
がら、会議で検討し、介護計画立案や見
直しに活かしている。

29

民生委員を含め、地域の方々４名が防災
協力委員としての役割を担っており、災害
時の協力体制が整っている。また、利用者
の楽しみの一つである歌や踊り等の地域
の催し物（納涼祭等）に出掛けている。小
学校の合唱部や高校吹奏楽部との交流は
毎年行われている。

28

30 （11）

入所前に健康面に関しての情報収集を行
うと共に、提出して頂いた診断書より、健康
状態を把握している。本人・家族の希望を
大切にし、入所前からのかかりつけ医へ継
続して通院することが出来る様支援を行っ
ている。体調変化時や心配事がある場合
は、家族と医療機関へ情報を伝達し、適
切な医療を受けられるように努めている。
内科以外の耳鼻科・眼科・歯科・皮ふ科等
には、家族に受診の付き添いを依頼し、直
接医師より説明を受けて頂いている。認知
症の進行状態によっては、家族との話し合
いを持ち、専門病院への受診を検討して
いる。内服薬に変更があった際や受診結
果等については、その都度電話等で家族
に報告している。

これまでの受診状況を把握しており、利
用者や家族の希望する医療機関への
継続受診支援もされている。専門医の
初診や急変時には家族にも同行してい
ただき、話し合い、情報共有をしてい
る。通院方法や受診結果の報告方法は
契約時に話し合われ、納得が得られて
おり、受診後は電話等で伝えることで情
報共有が図られている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護
師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよ
うに、また、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、入院治療が必要な可能性が生
じた場合は、協力医療機関を含めた病院関係
者との関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行
い、事業所でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、医療関係者等と共にチーム
で支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いてい
る

31

併設のデイサービス看護師が兼務で配置
されており、介護夜勤日誌記録の確認や
直接利用者と会話をし、健康状態を把握
している。また、介護職員は、日常の健康
状態の相談や状態変化時・緊急時の支
援、助言や指示を受けている。２４時間連
絡可能な体制をとっている。

33 （12）

重度化・終末期の方針を明確化しており、
契約時に利用者や家族に説明し、同意を
得ている。重度化した場合は、かかりつけ
医、本人、家族と繰り返し話しあい、情報を
共有しながら、今後の方針について検討
している。重度化した場合には、家族へ事
業所が出来る事、出来ない事を伝え、家
族と相談しながら、状態に応じて支援して
いる。

終末期の対応はしない方針を明確にし
ており、家族や利用者に契約時に説明
し、同意を得ている。日常的な健康管理
や急変時の対応について利用者や家
族等、医療機関と話し合いを行い、意思
統一を図っている。

32

入院した場合は、最低でも１週間に１回は
面会に行き、医療関係者より本人の状態
を聴き把握することに努め、情報交換を密
にし、退院した後も安心して過ごす事が出
来る様に、家族を含めて早期退院に向け
た話し合いを行っている。

35 （13）

火災想定避難訓練は、夜間想定も含めて
毎月実施、地震想定避難訓練は、年１回
実施している。当事業所は、高台にあるた
め、浸水する恐れは少ないが、落雷の発
生率が高い。地域住民により、構成されて
いる防災協力委員を設置しており、また、
隣には養護老人ホームもあることから、避
難訓練に参加して頂いたり、電話連絡網
による通報訓練を実施し、協力体制が
整っている。また、災害時を想定し、水や
食べ物等の備蓄がある。

日中だけでなく、夜間想定も含めて避難
訓練を実施しており、火災訓練は月１
回、地震訓練は年１回、利用者と職員で
実施されている。消火器等の設備点検
は防災関係業者にて年２回行っている。
災害に備え、食糧や飲料、毛布等を準
備し、運営推進会議メンバーや防災協
力員である地域住民にも協力を働きか
けている。

34

応急処置マニュアルを作成し、職員に配
布している。また、全職員が、年１回、救急
救命講習と応急手当講習を受けることが
出来る様にしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日
をどのように過ごしたいか、希望にそって支
援している

37

日常的に、本人の思いや希望を聴く事、
意思決定が出来る様に働きかける事に努
め、利用者本位を尊重して対応している。
意思表示が困難な場合においても、アセ
スメント表や記録等で得られた情報を基に
し、意思表示がしやすいように簡単な言葉
で（はい・いいえ）自己決定が出来るように
質問の仕方を工夫したり、表情や仕草から
意思を汲み取ったりしている。

38

業務の流れの中で、臨機応変に利用者の
生活リズムに合わせた対応を行っている。
（食事の時間を本人に合わせる。散歩の
実施。買物・外出支援等）日常の利用者の
ペースを大切にし、居室でゆっくり休みた
い時には休んで頂き、やりたい事がある場
合には、時間を作り対応している。外出の
希望に関しては、受診の支援や外出希望
者が多く重なる等で、当日の支援が難しい
場合には、事情を説明すると共に、必ず後
日日時を設定し了承を得る等、フォローを
忘れずに行っている。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 （14）

職員一人ひとりが認知症について理解し
た上で、一人の人間として尊重し否定・拒
否する事がないよう、またプライバシーを
損ねる様な声掛けになっていないか、個
人情報を配慮出来ているかを常に意識し
ながら対応している。守秘義務や個人情
報の取り扱いについては、契約時に家族
へ説明し、医療の場面等においての情報
提供の承諾を得ている。その他、広報誌
の写真掲載等もあらかじめ許可を得てから
の掲載としている。

利用者を一人の人間として尊重し、職
員会議、ケアカンファレンス、ミーティン
グ等にて利用者への声がけや対応が話
し合われている。名前もしくは苗字をさ
ん付けで呼び、トイレ誘導は周囲へ気付
かれないようにしたり、利用者居室へ入
室する際はノックしたり、声がけする等、
利用者のプライバシーに配慮している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員が
一緒に準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

39

理美容については、本人や家族と相談の
上、昔から親しみのある店に出掛けられる
様支援している。髪染めの支援もしてい
る。衣類の乱れはさりげなく直し、汚れてい
る場合には、交換介助や声掛けをしてい
る。整容については、鏡を見ながら髪を梳
かすことが出来る様、日常的に行ってい
る。外出時のみ化粧を行う利用者につい
ても、出来る様に支援を行っている。一人
ひとり好みに合わせたその人らしいものを
着用、または、購入できるように支援してい
る。

40 （15）

季節感のある物や昔食べていた物、施設
の畑で収穫出来る物等を献立に組み入れ
ている。利用者の嗜好や禁止食物を把握
し、食べられない物には、代替食を提供し
ている。食材の買出しには、利用者も一緒
に出掛け、品物を選んでもらったり、調理
の下拵えは利用者と職員が一緒に行って
いる。食事の際には、職員も一緒に食事を
楽しみながら、利用者に気配りし、さりげな
く支援を行っている。

利用者の好みは把握され、苦手食の場
合は代替食の提供もされている。職員と
利用者で、野菜の皮むき、盛り付け、後
片付けをしたり、食材買出しに一緒に出
かけることもある。食事では職員も一緒
の食事しており、必要に応じた声がけや
支援をしながら、料理の話や世間話を
し、明るい雰囲気での食事時間を過ごし
ている。

41

食事や水分が不足とならない様に一人ひ
とりの摂取状態を日々観察し、不足してい
る方については摂取量をチェックしながら
把握出来る様にしている。食事や水分が
不足している利用者には、その人にあった
嗜好品（果物缶・野菜ジュース・桜でんぶ
おにぎり・佃煮・梅干し等）を取り入れ、摂
取出来る様に支援している。摂取不足が
解消出来ない場合は、医師へ相談し、栄
養補助食品の処方や購入の支援をしてい
る。嚥下機能低下防止の為、口の体操を
実施し、嚥下状態に合わせた食事形態で
提供したり、皿やスプーン、コップ等本人
にとって使い易い物の使用を支援してい
る。献立については、同法人の栄養士に
確認して頂き、助言・指導してもらってい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ
た口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる

42

職員全員が口腔内の清潔を保つ事の重
要さを理解している。（食べカスからの誤嚥
性肺炎の誘発等）毎食後、歯磨きの声掛
け、見守り等その人の能力に応じて、口腔
ケアの支援を行っている。うがいが困難な
利用者に対しては、イソジンガーグル液と
ガーゼを使用し、口腔内を清拭している。
また、義歯を使用している利用者について
は、義歯洗浄剤につけて、汚れを落とす等
の支援を行っている。

43 （16）

出来るだけオムツを使わない方針である。
どうしても必要な場合でも、安易にオムツ
にだけ頼ることなく、最小限の枚数にした
り、個別の排泄パターンに合わせて出来る
だけトイレの誘導・介助を行っている。ま
た、使用中のオムツが一人ひとりにあった
物なのか、工夫や調査を行い、１日の中で
も本人に合った物を使用できるよう支援す
る等、快適に過ごせる様検討しながら対応
している。排泄の確認・誘導、失禁時に
は、本人の羞恥心に配慮しながら、さりげ
なく行っている。

トイレ誘導される方や自立排泄の方でも
必要に応じた確認も行われ、排泄状況
の記録もされている。オムツを共同使用
トイレに事前に備えたり、小声で誘った
り、食事前等では全利用者へトイレ利用
を呼びかける等のプライバシー配慮もさ
れている。利用者個々の排泄状況の検
討、見直しは職員会議、ケアカンファレ
ンス等で行われている。

44

毎日排便の確認を行い、献立には、毎朝
牛乳を、また、繊維質の多い野菜、果物、
野菜ジュースを取り入れている。なるべく、
自然排便を促し、体を動かすことやテレビ
体操や音楽体操を勧め、水分補給する事
が出来る様に嗜好品を取り入れる等の工
夫もしている。下剤や整腸剤、浣腸を処方
されている利用者については、便の状態
を医師へ的確に伝えると共に、薬に頼りき
る事のない様働きかけている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、事業所の都合だけで曜
日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている

45 （17）

週４回決められた時間内ではあるが、一人
ひとりの希望の時間やその日の体調に合
わせて入浴を支援してる。また、希望があ
れば、入浴日以外でも入浴できる様にして
いる。入浴の際には、羞恥心等を理解し、
好みの湯温、時間も本人の体調を考慮し
ながら本人のペースに合わせての支援を
行っている。入浴を拒否しがちな方につい
ては、声掛けに工夫を重ね、より良い方法
を探るとともに、心良く入浴してくれる様に
配慮している。

週４回の入浴日や申し出があればシャ
ワー浴の対応もしている。入浴支援は１
対１で行われ、出来るところは行ってい
ただきながら、必要に応じて声がけして
の支援を行っている。入浴拒否される方
は、時間を置いて再度声がけしたり、部
分浴等で対応もされている。男性職員
の入浴支援を好まない利用者には、女
性職員で対応する同性介護への配慮も
している。

46

利用者が休息している時には、無理に離
床を促す事はせず、常に意思確認してい
る。しかし、昼夜逆転から不穏となる事もあ
り、適度な時間に声掛けをしたり、利用者
の睡眠パターンを把握しながら、日中は活
動的に過ごす事が出来るような働きかけを
行っている。また、夜間も遅くまで好きな事
をして過ごしている方には、無理に就寝を
促す事なく観察している。眠る事が出来ず
に苦しんでいる方については、眠りにつく
まで話しを聴いたり、添い寝をしたり、必要
に応じて家族・医師へ相談している。

47

飲み忘れや誤薬等がないように、配薬・投
薬手順書に沿って服薬支援を行ってい
る。薬の内容は、個別にファイル保管して
おり、必要時は、それを見る事が出来る様
にしている。薬の内容に変化があった場合
には、医師からの説明を受け、全職員に
日誌や申し送りを通して周知すると共に、
変更後の状態を記録し、次回受診時に
は、その後の変化を医師へ報告している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。また、
普段は行けないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる

48

利用者の日課や趣味、生活歴等を参考に
して役割や楽しみを作りだしている。また、
利用者一人ひとりの日常の何気ない言動
や会話から、要望、楽しみ、生きがい、気
晴らしと思える物を見つけ出し、職員で情
報を共有し、支援している。具体的には、
食事の下拵えや茶碗拭き、盛付け、掃除、
裁縫、洗濯畳み等、その人の有する能力
を活かしながら、楽しんで行う事が出来る
物を支援している。行う際には、安全に行
う事が出来る様な工夫（場所等）もしてい
る。

49 （18）

日常的に外出出来る機会（行事等）を設け
ている。日々の会話の中から、ドライブの
場所等を設定したり、利用者の状態に合
わせて距離や時間を検討している。外出
の希望については、希望の場所へ出掛け
られる様支援しているが、どうしても施設で
は対応できない場所や時間帯である場合
には、家族へ相談し、出掛ける事が出来る
よう支援している。また、突発的な申し出に
応えられない場合があり、別の日に予定を
入れる等し、了承を得て支援している。馴
染みの理美容院、外食、温泉等に積極的
に出掛けている。

利用者がそれぞれ散歩をしたり、職員が
温泉や外食が好きな方を連れて外出し
たり、食材の買出しで出かける機会も設
けている。日頃の会話や何げない言葉
から行きたい場所を把握するよう努め、
ドライブ等の外出をしている。外出の際
は身体状況に応じて車いすや車両を活
用し、健康状態も考慮して行っている。
利用者の希望を叶えるように、必要に応
じて家族に相談と協力をお願いしてい
る。

50

利用者一人ひとりの力に応じて、家族と本
人で話しあい、ある程度の金額を管理して
いる方もおり、買物、受診時、理髪の際に
支払い出来る様支援している。また、管理
出来ない方についても、ドライブでアイスク
リームやお菓子を購入したり、祭りでゲー
ムをする等、お金を遣う楽しみを持って頂
ける様に支援している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしてい
る

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度等）がないように配慮し、生活感
や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせる
ような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

51

遠方の家族、知人、友人からの電話や手
紙、贈り物等があり、手紙を出したり、電話
の取り次ぎの支援もしている。また、暑中
見舞いや年賀状等の支援も行っている。
手紙等が届いた時には、プライバシーに
配慮し、さりげなく手渡している。

52 （19）

居間兼食堂の照明は落ち着いた雰囲気を
工夫している。天窓もあり、自然光も大切
にした空間となっている。夕食時は暗い
為、照明器具を増やしている。職員一人
ひとりが、騒々しい音は利用者に悪影響で
ある事を認識して行動している。湿度・温
度については、湿温度計を各居室・施設
内に設置し、適温が保たれるよう加湿器の
設置や床暖やエアコンで調整を図ってい
る。また、共有空間からは、畑や花木が見
え、作物が実り、また季節の花が咲いてい
る為、季節を感じる事が出来る。その他、
季節にあった施設内の飾り付けも工夫し、
正月には、餅等、十五夜には、ススキや果
物等を供えて季節感を出している。

みんなの集う場所には、テーブル、椅
子、テレビ、小上がりの畳が敷かれ、利
用者が自由にくつろぐことができる。テレ
ビの音量や職員の立てる物音等は騒が
しくなく、部屋の明るさも日中は窓から日
差しが入り、照明も調整している。温度・
湿度も適切である。季節の創作品や行
事写真、花を飾ることで季節感を感じさ
せる工夫もされている。

53

食堂や多目的室には、ソファーや畳の小
上がりが設置されており、雑誌や新聞も備
えている。また、多目的室には、金魚の水
槽やエレクトーンも設置されている。いず
れも気の合う利用者同士が談笑出来る場
として、時には一人で過ごしたい方の寛ぎ
のスペースとして活用されている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項 目
外部評価

実践状況

自己評価

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

54 （20）

入所前の見学時等に、本人にとって過ご
しやすい環境となるよう、馴染みの物を
持って来て欲しい旨を伝えている。居室に
は、長年遣い慣れた道具や家具、または
花や額縁、仏壇、電気スタンド等を配置
し、居心地良く過ごせる様に支援してい
る。また、新たに花や置物の購入の希望が
あった際には、職員と一緒に出掛け選ん
でもらったり、利用者の思いや希望に沿っ
た居室づくりに努めている。

馴染みの愛用品の持ち込みを利用者
や家族に働きかけており、テレビ、タン
ス、家族写真、創作品等を部屋に持ち
込み配置し、職員と利用者が一緒に一
人ひとりに合った居室作りを行ってい
る。

55

施設内は全館バリアフリーとなっている
が、利用者一人ひとりの状態から、それぞ
れの出来る事、分かる事を活かした環境
づくりに努めている。危険箇所には、手摺
りを取り付けたり、ベッド柵や危険な角には
衝撃吸収緩和材を取り付ける等工夫して
いる。また、ベッドや家具は、一人ひとりの
起居動作や移動を考慮しながら配置して
いる。
各居室の入り口の戸は、デザインが個々
に異なっているが、利用者には分かりにく
い為、一人ひとりに合った分かりやすい目
印をつけている。また、失敗を防ぐ為にも、
トイレのドアに貼り紙をする等の工夫もして
いる。
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